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旅する蝶

アサギマダラ

春から秋にかけて、海を渡り、何千キロも旅をする蝶「アサギマダラ」
日高町で見られるアサギマダラの生態についてご紹介します。

アサギマダラってどんな蝶？  　 マーキング調査  　

アサギマダラは、翅
はね

に透き通るような
浅
あ さ ぎ

葱色（淡い水色）と黒の模様をもつ、美し
い中型の蝶で、海を渡り、何千キロも移動
する特徴を持っています。

アサギマダラは、春に暖かい地域
に北上移動し、秋になると気温の低
下に伴って南下移動する習性があ
り、「旅する蝶」とも言われています。

国内観測最長記録
福島県から香港までの約3,016㎞

国内最長長寿
195日（平均寿命：４～５カ月）

マーキングとは、アサギマダラの翅に「し
るし」を付けることです。マークしたことに
よって、そのアサギマダラが別の場所で捕獲
されたとき、いつ・どこで・だれがマークし
たのかがわかり、移動距離・移動日数・寿命
などがわかります。分類 タテハチョウ科

大きさ 翅を広げると約10cm前後

日高町で見られる時期 10月上旬から中旬がピーク

食べ物 フジバカマなどの花の蜜

アサギマダラの旅ルート

特 集

春
北上の旅
4月～6月頃
北上しながら、
各地で子孫を
残します

秋
南下の旅
9月～11月頃

生まれた蝶たちが
気温の低下に伴い
移動します
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フジバカマとは？ アサギマダラの谷

編集後記

フジバカマとは秋の七草の一つで淡
いピンク色の花を咲かせる、ヒヨドリ
バナ属の花です。アサギマダラが好ん
で蜜を吸う植物で、長い旅の途中に立
ち寄る休憩ポイントとなっています。

今回の特集で、改めて感じたのは、こ
の小さな蝶が秘めている「旅する力」の
大きさでした。
季節の風に乗り、たくさんある町の中

から、私たちが暮らす日高町へたくさん
のアサギマダラが飛んできてくれること
は、とても特別なことなのだと気づかさ
れます。
アサギマダラとの出会いが、季節の移

ろいを知らせてくれる。そんな小さな発
見を、今回の特集を通して少しでもお届
けできていたらうれしく思います。
10月になったら、ぜひ西山の「アサ

ギマダラの谷」へアサギマダラに会いに
お越しください。

令和３年に西山の逍
しょう

遙
よう

の森の一部を整備し、令
和４年度から「アサギマダラの谷」としてフジバ
カマの植栽を行っています。早い年では９月下旬
からアサギマダラの姿が見られ、10月上旬から
中旬にかけてピークを迎え、11月上旬頃まで見
ることができます。

日高町の西山では、アサギマダラの飛来地とし
て注目されており、令和４年度から「アサギマダ
ラの谷」としてアサギマダラの飛来を促すため、
アサギマダラが好むフジバカマの植栽を行ってい
ます。アサギマダラが南下移動する際に飛来し、
多くの研究者や愛好家が訪れます。日高町でも小
学生を対象とした自然観察会を実施しています。

撮影日
24.10.13

撮影日
25.10.13

日高町とアサギマダラ
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楽しみながら元気な体づくり
介護予防教室

「第18回近畿U-15ヤングクラブバレー
ボール大会」に出場するレッズの選手たち
が町長を表敬訪問しました。
選手たちは「スパイクを多く決めて上位

に勝ち進めるように頑張りたい」など一人
ずつ抱負を述べ、町長は「粘り強く、チー
ムワークで勝ち進んでいただきたい。期待
しています」と激励の言葉を送りました。

８月５日（水）、ときわ寮美浜デイサービス
センターと合同で第３回介護予防教室が開催
されました。
町民25人が参加し、自分の体の現状を知る

体力測定を行い、理学療法士の岸本亜由美さ
んが転倒予防のため講義を行いました。その
後、作業療法士の松本篤始さんの指導のもと、
講義の内容に沿ったレクリエーションを行い、
参加者同士で楽しみながら体を動かしました。

８月１日（土）、第67回日高町長旗争奪野球大
会が若もの広場で開催されました。大会は町内
から６チームが出場し、白熱した試合が繰り広
げられ、初出場の日高ファミリーズが見事優勝
を果たし、荊木Bチームが準優勝となりました。
日高ファミリーズの選手は、「優勝できてうれし
い。来年も出場し、連覇を目指したい」と話し
てくれました。

近畿大会出場！
－レッズ－

日高ファミリーズが優勝
－日高町長旗争奪野球大会－
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令和８年熊本地震災害義援金について

朝市を再開します

日高町健康ウォーキングを開催

　令和８年７月28日に発生した熊本地震に対して、日高町役場１階窓
口において、義援金箱を設置しています。
　集まった義援金は、和歌山県を通じて全額被災自治体へ送付予定です。

設置予定期間：令和８年12月23日（水） 午前中まで

※�税制上の措置を受ける場合は、直接和歌山県へ振り込む必要がありま
すので、和歌山県のHPなどで確認してください。

　生活習慣病を予防するためには、歩くことを日常生活に取り入れるなどの運
動習慣を身につけることが重要です。みなさま、ふるってご参加ください。

実施日時：11月７日（土）　８時30分から
　　　　　※小雨決行・荒天（気象警報発生時等）の場合は中止
集合場所：産湯海水浴場駐車場（８時30分から９時までに受付をしてください）
内　　容：運動指導士による運動講座とウォーキング
　　　　　★ウォーキングコース
　　　　　「産湯海水浴場駐車場」から「ひだか博愛園みちしお」までの往復約４㎞
申し込み方法：以下の連絡先に電話またはFAXで申し込んでください。
申し込み締切：10月23日（金）
留  意  点：飲み物、帽子、タオルなどをご持参ください。当日は、万全な体調のもとご参加願います。

日　時：10月17日（土）　午前９時から11時
　　　　※雨天決行・売り切れ次第終了

場　所：阿尾漁港

　鮮魚以外にも加工品や野菜なども出店しています。
　みなさまお誘い合わせのうえお越しください。

【お問い合わせ先】　総務課（TEL：６３・２０５１）

【お問い合わせ先】　比井崎漁業協同組合（TEL：６４・２２３１）

【申込先・お問い合わせ先】　子育て福祉健康課（TEL：６３・３８０１）　（FAX：６３・３８４６）

毎月
第３土曜日

開催！
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　NPO法人ヴィダ・リブレでは、ひきこもり当事者だけでなく、ご家族の支援をしています。今
回のセミナーは主にご家族を対象に、ご家族の心の健康についてのお話、当事者の体験談をお話
してもらいます。なぜひきこもり当事者だけではなくご家族の健康が大事なのか、そして、それ
がひきこもり当事者にとってどのような影響を与えるのかについてのセミナーを開催します。ご
家族や支援機関の関係者の方のご参加をお待ちしています。

パドレスの集いセミナー
～ひきこもる気持ち、ひきこもられる気持ち～

日　時：10月31日（土）　午後２時～４時
会　場：美浜町中央公民館
対象者：ご家族・支援者
※予約が必要です

第１部：講演会「家族の健康をケアする」
　　　　石橋  玄（ヴィダ･リブレ副理事長）
第２部：「ひきこもる気持ちを語る」
　　　　～当事者もしくは家族のお話～
第３部：質疑応答

【申込先・お問い合わせ先】　NPO法人ヴィダ・リブレ
　（TEL：０８０・１４９０・５９２７）　火曜日～土曜日　午前９時～午後５時　

【申込先・お問い合わせ先】　中央公民館（TEL：６３・３８１１）

申し込み方法
　以下の申し込み用紙を記入し、切り取ったうえ、中央公民館に直接ご提出ください。
申し込み締切
　10月16日（金）
　※申し込み多数の場合は抽選とし、郵便で結果をお知らせします。先着順ではございません。
　※申し込み少数の場合は、取りやめになることがございます。

公民館教室のご案内
番号 教室名・講師名 日　時 場　所 対象者 受講料

⑨

しめ縄教室

湯川 由美子 先生

11月20日（金）
午後1時30分〜4時

中央公民館
（実習室）

一般成人
10人

2,000円

生徒募集!

教室番号 お 名 前 ご 住 所 電話番号 備　考

きりとり線
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【お問い合わせ先】　中紀技能訓練協会（TEL：６３・１５００）

【お問い合わせ先】　和歌山産業技術専門学院（TEL：０７３・４７７・１２５３）

【お問い合わせ先】
 子育て福祉健康課（TEL：６３・３８０１）

10月は「目の愛護月間」「臓器移植普及推進月間」です

作業主任者技能講習　参加者募集

和歌山県立和歌山産業技術専門学院　生徒募集

●目の愛護月間
　「人生100年大切にしよう目の健康　目に関
するお困りごと、お近くの眼科専門医にご相
談ください」
　10月10日は「目の愛護デー」、10月は「目
の愛護月間」です。この機会に目の大切さに
ついて考えましょう。

アイフレイルとは
　加齢による目の機能低下です。早期発見、
早期治療のためにも定期的な眼科検診をお勧
めいたします。

募集する訓練科
●２年制：自動車工学科、理容科、メカトロニクス・ＣＡＤ科
●１年制：建築工学科、デザイン木工科

選考について

●臓器移植普及推進月間
　「いのちへの優しさとおもいやり」
　臓器移植は、みなさまからの善意の臓器提
供があって成り立つものです。
　あなたの意思で助かるいのちがあります。
意思表示カードにご自身の意思を表示して携
帯することをお願いします。
　意思表示カードは、子育て福祉健康課、保
健所等に備えています。

講習名 日時 受講資格条件 受講料 申し込み締切

建築物等の鉄骨の組立て
等作業主任者技能講習

10月30日（金）、31日（土）
いずれも午前９時から 原則として３年

以上の実務経験
が必要

￥10,000 10月14日（水）

地山の掘削及び土止め支
保工作業主任者技能講習

11月12日（木）～14日（土）
いずれも午前９時から ￥16,000 10月27日（火）

願書受付期間 選考実施日時 会場 選考方法 合格発表日

10月５日（月）
～ 11月10日（火）

11月21日（土）
午前９時30分～

和歌山産業技術
専門学院

筆記試験（国語・数学）
面接

11月27日（金）
午後3時

※講習時間は同技能講習規程に基づく一部免除があります
　受講料は講習時間の一部免除による減額があります
　また、受講料のほかテキスト代、協力金（会員外の方のみ）が必要となります
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くらしの情報　information問 お問い合せ先・申込先 ☎ 電話番号
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警
察
で
は
、
詐
欺
防
止
ア
プ
リ
の
イ
ン

ス
ト
ー
ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
は
大
丈
夫
と
思
わ
ず
、
日
頃
か
ら

詐
欺
へ
の
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

HP

県HP

ダウンロード
はこちら
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くらしの情報　information

募　
集

募　
集

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

合
同
相
談
所
開
設

合
同
相
談
所
開
設

後
期
技
能
検
定
に
つ
い
て

後
期
技
能
検
定
に
つ
い
て

オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
活
用
科

オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
活
用
科

受
講
者
募
集

受
講
者
募
集

●
日
時　

　
10
月
19
日（
月
）　
午
後
１
時
～
４
時 

●
場
所

　
日
高
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
２
階
会
議
室

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
員
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
・

副
会
長
、
民
生
児
童
委
員
、
人
権
擁
護
委

員
、
行
政
相
談
委
員
、
弁
護
士
の
方
々
で

す
。

問
日
高
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

☎
６
３
・
2
７
５
１

　
技
能
検
定
と
は
、
働
く
う
え
で
身
に
付

け
る
、
ま
た
は
必
要
と
さ
れ
る
技
能
の
習

得
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
国
家
検
定
制
度

で
、
試
験
に
合
格
す
る
と
合
格
証
書
が
交

付
さ
れ
、「
技
能
士
」
と
称
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
検
定
職
種

　
建
築
大
工
、
配
管
、
機
械
検
査
な
ど

●
受
検
手
数
料

　
学
科
試
験
：
３
，１
０
０
円

　
実
技
試
験
：
１
８
，２
０
０
円

●
受
付
期
間

　
10
月
５
日（
月
）～
16
日（
金
）

●
試
験
日
時
・
会
場

　
受
検
票
で
通
知

問
和
歌
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
 

☎
０
７
３・４
２
５・４
５
５
５

●
募
集
期
間

　
10
月
９
日（
金
）～
11
月
20
日（
金
）

●
訓
練
期
間

　
12
月
16
日（
水
）～
３
月
15
日（
月
）

●
定
員

　
15
名

●
訓
練
実
施
施
設

　
中
紀
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

●
自
己
負
担
額

　
テ
キ
ス
ト
代　
１
０
，２
３
０
円

　
交
通
費

●
申
し
込
み

　

�

事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
中
紀
技
能
訓
練
協
会

　

 

☎
６
３・１
５
０
０　

HPHP

防衛省・自衛隊からのお知らせ
令和８年度の自衛官等の募集について HP

募集種目 資格 受付期間 試験期日 試験会場

高等工科学校生徒
（推薦）

15歳以上
17歳未満の者

10月1日（木）〜
　　　11月27日（金）

令和9年1月9日（土）
〜11日（月）までの間
の指定する1日

伊丹駐屯地（伊丹市）

高等工科学校生徒
（一般）

10月1日（木）〜
令和9年1月14日（木）

1次試験：
令和9年1月23日（土）
2次試験：
令和9年2月13日（土）

1次試験：
自衛隊和歌山地方協力
本部（和歌山市）
田辺市民総合センター

（田辺市）
2次試験：
自衛隊和歌山地方協力
本部（和歌山市）
信太山駐屯地（和泉市）

●受験料：無料　
●他社との併願可能　
●勤務環境、生活環境、処遇等（給料改定）の改善　
●各種無料相談会も実施中

【お問い合わせ先】
 防衛省自衛隊和歌山地方協力本部
 御坊地域事務所

　（TEL：２３・００２０）

募集内容の一部を掲載しております。詳しくは二次元コードからご確認ください。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う
！

保

健

だ
よ
り

だ
よ
り

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は
非
常

に
強
く
、日
本
で
は
毎
年
約
１
千
万
人
、

約
10
人
に
１
人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
性
が
あ
り
、

い
っ
た
ん
流
行
が
始
ま
る
と
短
期
間
に

多
く
の
人
へ
の
感
染
が
拡
が
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
、
38

度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋

肉
痛
な
ど
全
身
の
症
状
が
突
然
現
れ
、

人
に
よ
っ
て
は
重
症
化
す
る
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
手
で
周
り
の
物
に
触
れ
て
ウ
イ

ル
ス
が
付
く

↓

　
別
の
人
が
そ
の
物
に
触
っ
て
ウ
イ
ル

ス
が
手
に
付
着

↓

　
そ
の
手
で
口
や
鼻
を
触
っ
て
粘
膜
か

ら
感
染

●
正
し
い
手
洗
い

　
自
分
の
手
に
も
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
帰
宅
時

や
調
理
の
前
後
、
食
事
前
な
ど
こ
ま
め

に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
ウ
イ
ル
ス
は

石
け
ん
に
弱
い
た
め
、
次
の
正
し
い
方

で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
加
湿

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
粘
膜

の
防
衛
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
空
気

が
乾
燥
し
た
と
き
に
動
き
が
活
発
に
な

り
ま
す
。
乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は
、

加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
適
切
な
湿
度

（
50
～
60
％
）を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

●
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

　
栄
養
摂
取

　
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
、
十

分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

摂
取
を
日
頃
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
人
ご
み
へ
の
外
出
を
控
え
る

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た

ら
特
に
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
人
、
妊

娠
中
の
女
性
、
体
調
の
悪
い
人
は
、
人

ご
み
へ
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
や

む
を
得
ず
外
出
し
て
人
ご
み
に
入
る
可

能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
あ
る
程
度
、

飛
沫
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
不
織

●
飛
沫
感
染

　
感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
、
つ
ば
な

ど
の
飛
沫
と
一
緒
に
ウ
イ
ル
ス
が
放
出

↓

　
別
の
人
が
そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
口
や
鼻

か
ら
吸
い
込
み
感
染

●
接
触
感
染

　
感
染
者
が
く
し
ゃ
み
や
咳
を
手
で
押

さ
え
る

↓

ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
の
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
？

布
製
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
は
一
つ

の
防
御
策
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
場
所
で

は
、
感
染
者
と
接
触
し
て
し
ま
う
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
中
は
、
人
ご
み
へ
の
不
要
不
急

の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
接
種

　
予
防
接
種
に
は
発
病
の
可
能
性
を
低

く
し
た
り
、
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ

り
ま
す
。

問
子
育
て
福
祉
健
康
課

　

 

☎
６
３・３
８
０
１

※上記の図（正しい手の洗い方）



広報ひだか 2026.10月号11

子どもインフルエンザワクチン接種費助成
　予防接種法で定められておらず、個人の希望
により実施される予防接種（任意接種）
対象者
日高町に住民登録している１歳～18歳の方
接種期間
令和８年10月１日（木）～令和９年１月31日（土）
接種回数
◦皮下注射
1回目の接種日の年齢が、13歳未満…2回

13歳以上…1回
◦経鼻ワクチン（フルミスト）
１回（対象年齢：2歳～18歳）

助成額
◦皮下注射
１回につき1,000円（2回まで）

◦経鼻ワクチン（フルミスト）
10月１日時点で13歳未満の方は２回分の助成
を併せて（2,000円）受けることができます。
平成20年４月２日～平成25年10月１日生

…1,000円助成
平成25年10月２日～令和７年10月１日生

…2,000円助成
接種に必要なもの
◦接種助成券
◦母子健康手帳
◦マイナ保険証または資格確認書
※�生後６か月から１歳未満で接種を希望される場
合は、主治医と相談のうえ、ご連絡ください。

高齢者インフルエンザ・新型コロナワクチン
　主に個人予防を目的としますので、自らの意
志と責任で接種を希望する場合にのみ接種して
ください。
対象者
日高町に住民登録している
◦65歳以上の方
◦�60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼
吸器の機能、HIVによる免除機能による障害
を有し、身体障害者手帳１級に該当された方

接種期間
令和８年10月１日（木）～令和９年１月31日（土）
接種回数
１回
接種費用
無料
接種に必要なもの
◦予防接種依頼書
◦マイナ保険証または資格確認書
※�10月１日以降に65歳以上になる方で、接種を
希望される方は、予防接種依頼書を発行いた
しますのでご連絡ください。

【お問い合わせ先】
　子育て福祉健康課（TEL：６３・３８０１）

インフルエンザ・新型コロナワクチン接種費用助成について

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。
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教
育
委
員
会

外
部
評
価
委
員
会
の
評
価
結
果

（
令
和
７
年
度
事
業
分
）の
公
表

　

外
部
評
価
委
員
会
は
、「
令
和
８
年

度
日
高
町
教
育
委
員
会
事
務
事
業
評
価

報
告
書（
令
和
７
年
度
分
）及
び
令
和
７

年
度
事
務
事
業
評
価
表
」
を
基
に
、
教

育
委
員
会
事
務
局
の
報
告
を
受
け
、
学

校
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
に
つ
い
て
質
疑

等
を
行
い
、
協
議
し
た
結
果
を
以
下
の

よ
う
に
総
評
す
る
。

　

学
校
教
育
で
は
、
内
原
小
学
校
の
教

室
不
足
を
解
消
す
る
た
め
令
和
６
年
度

か
ら
着
手
し
て
い
た
特
別
教
室
棟
の
増

築
及
び
既
存
校
舎
の
照
明
機
器
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
な
ど
が
完
了
し
、
安
全
で
快
適
な
教

育
環
境
の
整
備
が
大
き
く
前
進
し
た
。

今
後
も
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
び
、

教
職
員
が
教
育
活
動
に
専
念
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

　

特
別
支
援
教
育
の
推
進
及
び
充
実
を

図
る
た
め
、
内
原
小
学
校
で
は
令
和
７

年
度
に
対
象
児
童
の
増
加
に
よ
り
特
別

支
援
学
級（
知
的
障
害
）が
１
学
級
増
設

さ
れ
た
。

　

す
べ
て
の
教
育
活
動
を
通
し
て
個
に
応

じ
た
学
習
及
び
生
活
指
導
の
充
実
を
図

り
、
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
力
を
伸
ば
す
た
め
に
学
校
支
援

員
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

町
全
体
で
は
学
校
支
援
員
16
名（
志
賀

小
５
名
、
内
原
小
８
名
、
日
高
中
３
名
）

と
介
助
員
２
名（
志
賀
小
、
日
高
中
各

１
名
）を
配
置
し
対
応
し
て
い
る
。

　

教
育
相
談
や
就
学
相
談
に
つ
い
て
は
、

日
高
町
教
育
支
援
会
議
に
お
い
て
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
健
康
福

祉
関
係
機
関
、
教
育
委
員
会
等
の
連
携

を
密
に
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
心
の
教
室
相
談
事
業

を
実
施
し
悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
生
徒

が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
環
境
を
整
え
、

心
の
相
談
員
１
名
を
配
置
し
て
い
る
。

問
題
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
つ
な

げ
る
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
生
徒

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
町
内
各
校
に
お
い
て
教
育
目

標
達
成
の
た
め
に
、
児
童
生
徒
の
実
態

を
把
握
し
て
研
究
主
題
を
設
定
し
、
学

力
・
体
力
の
向
上
等
、
課
題
解
決
に
向

け
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

学
校
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
各
校

の
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
整
備
充
実
に
努
め
て
い

る
。
内
原
小
学
校
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
修

繕
、
屋
内
運
動
場
シ
ロ
ア
リ
駆
除
、
内

原
小
学
校
・
志
賀
小
学
校
で
遊
具
の
修

繕
、
日
高
中
学
校
で
は
、
屋
内
消
火
設

備
修
繕
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
各
学
校
に
お
い
て
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
、
児
童

生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
５
年
ぶ
り
に

更
新
し
た
。
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て

い
る
。
端
末
を
効
果
的
に
活
用
し
、
個

別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
一

層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。

　

令
和
２
年
度
よ
り
学
校
司
書
が
配
置

さ
れ
、
３
校
及
び
中
央
公
民
館
図
書
室

を
巡
回
し
勤
務
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
６

年
度
に
は
各
学
校
に
蔵
書
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
図
書
の
貸
出
・
返
却
、
蔵

書
管
理
等
の
シ
ス
テ
ム
化
が
図
ら
れ
て
い

る
。
引
き
続
き
、
読
書
に
親
し
み
入
室

し
や
す
い
図
書
室
づ
く
り
の
た
め
、展
示
・

掲
示
方
法
の
工
夫
や
児
童
生
徒
への
学
習

活
動
の
支
援
を
期
待
す
る
。

　

中
学
校
の
部
活
動
で
は
、
多
く
の
生

徒
が
活
発
に
活
動
し
好
成
績
を
残
し
て

い
る
。
近
年
は
、
部
活
動
以
外
の
地
域

運
動
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
生
徒
も
増
え

て
い
る
が
、
一
層
の
文
武
両
道
に
励
ま
れ

た
い
。

　

学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
完
全
な
無

償
化
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
子
育
て

支
援
の
充
実
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
教
育
環
境
を
整
備
・
充
実

す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
校
が
特
色
あ
る

教
育
活
動
を
推
進
し
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、

未
来
社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
生
き
る

力
を
育
む
た
め
に
、
地
域
社
会
の
支
援

の
も
と
、
家
庭
・
学
校
・
教
育
委
員
会

の
連
携
を
密
に
し
た
協
働
実
践
を
推
進

さ
れ
た
い
。

　

社
会
教
育
で
は
、
生
涯
学
習
振
興
の

観
点
か
ら
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や

文
化
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
は
、少
子
化・核
家
族
化
が
進
み
、

住
民
意
識
の
多
様
化
等
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
う
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
、

組
織
力
の
弱
さ
に
課
題
が
見
ら
れ
る
。

内原小学校特別教室棟の増築

内原小学校既設校舎の改修
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こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
教
育
委

員
会
と
し
て
地
域
の
実
態
把
握
に
努
め
、

現
在
活
動
し
て
い
る
地
域
団
体
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
は
勿
論
、
住
民
意
識
の

変
容
を
図
り
、
新
た
な
団
体
の
組
織
作

り
や
自
主
活
動
の
発
展
を
促
す
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
。

　

公
民
館
教
室
で
は
、
各
教
室
、
文
化

講
演
会
、
二
十
歳
を
祝
う
式
典
な
ど
幅

広
い
世
代
を
対
象
と
し
た
事
業
を
計
画

的
に
実
施
し
、
地
域
住
民
の
学
習
機
会

の
提
供
や
交
流
の
促
進
に
努
め
て
い
る
。

各
事
業
と
も
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
て

お
り
、
地
域
文
化
の
振
興
や
生
涯
学
習

の
推
進
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
事
業

内
容
の
拡
充
、
参
加
者
層
の
拡
大
、
情

報
発
信
の
強
化
に
取
り
組
み
、
よ
り
多

く
の
住
民
が
参
加
し
や
す
い
魅
力
あ
る

公
民
館
事
業
を
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

　

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
や
あ
い
さ
つ
運
動
、
地
域
住

民
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た
子
ど
も
の

見
守
り
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
、
安

全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
る

こ
と
は
評
価
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
子
ど
も
た
ち
の
規
範
意
識
の
醸
成
や

犯
罪
、
非
行
の
未
然
防
止
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
う
え
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
、
第
62
回
日
高

地
方
駅
伝
競
走
大
会
に
お
い
て
、
19
年

ぶ
り
に
優
勝
を
果
た
し
、
和
歌
山
県
市

町
村
対
抗
ジ
ュニ
ア
駅
伝
で
は
、
過
去
最

高
順
位
の
７
位
入
賞
の
成
績
を
残
し
た
。

日
頃
の
計
画
的
な
競
技
力
向
上
や
指
導

体
制
が
充
実
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
体
制
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
４
年
生
か

ら
６
年
生
を
対
象
に
指
導
員
８
名
で
夏

休
み
期
間
中
に
「
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
広

場
」
と
し
て
、
各
校
１
回
２
時
間
、
延
べ

８
日
間
を
実
施
し
て
い
る
。
期
間
中
16

回
、
延
べ
１
２
１
人
が
参
加
し
、
宿
題

や
家
庭
学
習
を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
習
慣
の
確
立
や
自

己
肯
定
感
・
自
尊
感
情
の
高
揚
等
を
目

指
す
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
事
業
を
継
続
し
、
よ
り
多
く

の
児
童
の
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
地

域
の
教
育
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

令
和
６
年
度
よ
り
訪
問
型
家
庭
教
育

支
援
事
業
と
し
て
、
家
庭
教
育
支
援
チ
ー

ム
「
子
育
て
ネ
ッ
ト　

え
が
お
」
を
立
ち

上
げ
、
小
・
中
学
校
１
年
生
の
家
庭
を

年
２
回
、
小
学
２
年
生
の
家
庭
を
年
１

回
訪
問
し
、
子
育
て
の
様
々
な
課
題
や

不
安
・
悩
み
を
聞
い
た
り
、
情
報
を
提

供
す
る
な
ど
の
積
極
的
な
家
庭
教
育
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

学
童
保
育
運
営
事
業
の
利
用
児
童
数

は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
放
課
後
の
安

全
・
安
心
な
居
場
所
と
し
て
の
役
割
は
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
第
１
日

高
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ（
内
原
小
学
校
北
側

隣
地
）、
第
２
日
高
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ（
志

賀
小
学
校
敷
地
内
）及
び
第
３
日
高
町
子

ど
も
ク
ラ
ブ（
日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
内
）は
定
員
を
超
え
、
令
和
８
年

４
月
か
ら
開
所
す
る
第
４
日
高
町
子
ど

も
ク
ラ
ブ（
内
原
小
学
校
特
別
教
室
棟
２

階
）の
開
所
準
備
を
行
っ
た
。
施
設
の
拡

充
に
よ
り
児
童
が
よ
り
安
全
で
快
適
に
過

ご
せ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
、
保
護
者
の

就
労
支
援
や
子
育
て
支
援
に
期
待
す
る
。

　

家
庭
と
学
校
・
地
域
を
つ
な
げ
る
こ

と
で
、
教
育
と
保
健
・
福
祉
が
連
携
し

乳
幼
児
か
ら
社
会
人
と
な
る
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
の
基
礎
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
た
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く
課
題

が
複
雑
化
・
困
難
化
し
て
い
る
な
か
で
、

関
係
機
関
が
相
互
連
携
・
協
働
体
制
を

構
築
で
き
る
よ
う
、
家
庭
教
育
を
支
え

る
支
援
体
制
づ
く
り
に
向
け
、
更
な
る

取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

　

児
童
生
徒
を
は
じ
め
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
の
理
念
の
実
現

を
図
る
こ
と
は
教
育
委
員
会
の
責
務
で

あ
る
。

　

教
育
委
員
会
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、

社
会
教
育
諮
問
機
関
や
関
係
団
体
と
の

協
議
を
深
め
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力

の
向
上
、
積
極
的
な
地
域
活
動
の
活
性

化
に
向
け
た
働
き
か
け
や
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
創
意
工
夫
あ
る
事
業
展
開

を
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　

総
評
の
ま
と
め
と
し
て
、
教
育
委
員
会

で
は
、
児
童
生
徒
が
安
全
で
安
心
し
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
の
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
推

進
や
公
民
館
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
住

民
の
学
び
と
交
流
の
機
会
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　

今
後
は
、
学
校
施
設
の
計
画
的
な
維

持
管
理
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
な
ど
、

教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
生
涯
学
習
事
業
や
公
民
館
事

業
を
展
開
し
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
学
習
機
会
の
提
供
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ティ
の
活
性
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育
を
管
轄

し
、
教
育
委
員
会
所
管
事
業
や
事
務
内

容
の
多
様
化
に
対
応
し
た
事
務
執
行
に

努
め
て
い
る
。
教
育
委
員
会
主
管
事
業

を
実
施
、
振
興
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学

校
及
び
教
育
委
員
会
の
職
員
体
制
づ
く

り
が
、
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

学
校
教
育
、
教
育
委
員
会
行
政
機
能
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
県
及
び
町
当
局

と
人
員
配
置
や
事
業
予
算
等
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
、
日
高
町
の
教
育
活
動
が
活
発

に
展
開
し
、
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

望
む
も
の
で
あ
る
。

問
教
育
委
員
会

☎
６
３・２
０
３
８

ジュニア駅伝　過去最高順位７位入賞
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町
内
で
も
自
転
車
が
関
係
す
る
人
身
事
故
が
度
々
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
確
認
せ
ず
に
道
路
を
横
断
し
た
り
、
一
時
停
止

せ
ず
に
交
差
点
に
進
入
し
た
り
、
車
が
譲
っ
て
く
れ
る

と
思
い
込
ん
で
急
に
走
り
出
す
等
の
行
為
に
よ
り
、
交

通
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
、反
射
材
等
を
活
用
し
、

自
動
車
の
運
転
手
に
気
付
か
せ
る
よ
う
に
し
て
、
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め

に
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
下

さ
い
。

　
命
の
大
切
さ
を
よ
く
考
え
、
交

通
ル
ー
ル
を
き
っ
ち
り
守
り
ま

し
ょ
う
！

　
公
共
の
乗
り
物
で
あ
る
電
車
の

通
行
を
妨
害
す
る
行
為
は
絶
対
に

止
め
ま
し
ょ
う
！

　
電
車
は
、
み
ん
な
が
使
う
乗
り

物
で
あ
り
、
大
切
な
交
通
手
段
の

一
つ
で
す
。

　
線
路
内
に
物
を
置
い
た
り
、
踏

切
以
外
で
線
路
内
に
無
断
で
立
ち

入
る
よ
う
な
行
為
は
、
当
然
な
が

ら
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
そ
の
よ
う
な
行
為
で
電

車
が
止
ま
っ
た
り
、
電
車
が
脱
線

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
多
大
な

被
害
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
レ
ー
ル
の
上
に
石
等
を
置
い
た

り
、
近
道
に
な
る
か
ら
と
い
っ
て

線
路
を
横
切
っ
た
り
、
電
車
を
撮

影
す
る
た
め
に
線
路
内
に
入
る
行

為
は
全
て
犯
罪
に
な
り
ま
す
。

　
軽
い
気
持
ち
か
ら
大
惨
事
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
を
！

　
御
坊
警
察
署
管
内
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期

に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
方
が
参
加
し
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う

○�

渋
滞
が
発
生
し
た
り
、
駐
車
場
が
満
車
に

な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
出
来
る
限
り

徒
歩
や
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

○�

仕
方
な
く
、
車
や
バ
イ
ク
を
利
用
す
る
場

合
は
、
違
法
駐
車
を
せ
ず
、
飲
酒
運
転
も

絶
対
に
し
な
い

○�

開
催
場
所
付
近
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
将
棋

倒
し
に
な
ら
な
い
よ
う
、

人
と
の
間
隔
を
空
け
て
歩

く
等
、ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
楽
し
い

お
祭
り
に
し
ま
し
ょ
う
！

　
日
高
町
で
も
、
登
下
校
中
や
遊
ん
で
い
る
最
中
の
小
学

生
等
に
対
す
る
声
掛
け
事
案
が
、
時
々
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
子
ど
も
一
人
の
場
合
に
危
険
性
が
高
く
、
不
審

者
か
ら
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
防
犯
の
標
語
で
あ

る
「
い
か
の
お
す
し
」
を
小
さ
い
子
ど
も
達
に
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
！

○
い
か
の
お
す
し
の
「
い
か
」

　
「
お
菓
子
あ
げ
る
よ
」「
お
母
さ
ん
が
病
気
だ
よ
」「
友

達
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
よ
」
等
と
知
ら
な
い
人
に
声

を
掛
け
ら
れ
て
も
、
絶
対
に
つ
い
て
い
か
な
い
！

○
い
か
の
お
す
し
の
「
の
」

　
知
ら
な
い
人
の
車
や
バ
イ
ク
に
、
絶
対
の
ら
な
い
！

○
い
か
の
お
す
し
の
「
お
」

　
声
掛
け
や
付
き
ま
と
い
を
さ
れ
た
時
に
、
お
お
ご
え

を
出
す
！
（
大
声
以
外
に
は
防
犯
ブ
ザ
ー
も
有
効
）

○
い
か
の
お
す
し
の
「
す
」

　
怖
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
逃
げ
る
！
（
大
人
が
い
る

コ
ン
ビ
ニ
、
飲
食
店
等
に
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
）

○
い
か
の
お
す
し
の
「
し
」

　

声
掛
け
等
の
不
快
に
感
じ
た

出
来
事
が
あ
れ
ば
、
大
人
に
し

ら
せ
る（
い
つ
、
ど
こ
で
だ
れ
に
、

何
を
さ
れ
た
等
を
詳
し
く
話
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
）

「 い か の お す し 」 で 防 犯 対 策 ！

線路に物を置いたり、線路内への無断立ち入りは厳禁！

お祭りでのトラブル注意！

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
！

自
転
車
の
安
全
な
利
用
！
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山
百
合
短
歌
会
詠
草

シ
ー
グ
ラ
ス
見
つ
け
て
思
わ
ず
高
き
声

あ
げ
て
渚
に
少
女
と
な
れ
り

工
徳

輝
子

溶
け
落
ち
た
一
日
が
終
わ
る

暮
れ
な
づ
む

空
は
風
生
み
生
命
包
み
て卯

　
　
　
月

ま
つ
毛
つ
け
少
し
厚
め
の
化
粧
し
て

明
る
い
未
来
へ
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
虹
を
」

坂
本
　
清
子

平
凡
に
過
ぎ
ゆ
く
真
夏
の
夕
暮
に

咲
く
朝
顔
の
蕾
数
え
る

庵
戸
眞
知
子

屋
根
裏
に
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
蜂
巣
作
り
し

暑
い
最
中
の
大
騒
動
に

て
っ
ち
ゃ
ん

会
う
度
に
世
話
か
け
す
ま
ん
と
母
は
言
う

大
し
た
事
は
出
来
ず
に
ご
め
ん

玉
置

れ
い

向
日
葵
は
お
日
様
が
好
き
っ
て
い
う
け
れ
ど

か
な
わ
な
い
で
す
　
暑
す
ぎ
て
滅

米
倉
眞
佐
美

昼
寝
後
の
ま
ど
ろ
み
間
を
楽
し
む
は

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
舌
と
の
会
話

小
山

和
代

塾
帰
り
岩
に
ぶ
つ
か
り
怪
我
の
時

父
呼
び
呉
れ
し
友
の
花
咲
く

仲
田
美
智
子

帰
省
せ
し
四
十
路
の
息
子
と
こ
の
夏
は

冷
房
の
部
屋
に
川
の
字
に
寝
る

宮
武

厚
子

頼
ま
れ
の
買
い
物
届
け
帰
り
際

　
　
　
「
又
お
願
い
」
に
義あ

に兄
と
繋
が
る

鍵
本

和
代

多
種
多
様
の
多
肉
鉢
植
え
ひ
し
め
き
て

の
そ
り
と
猫
が
出
迎
え
る
店

山
野

苺

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。
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シャドーゲーム
真山　仁 著　文藝春秋

国益か、正義か。1976年、
前総理逮捕。その裏側に、日
米関係の“陰”を追う者、 隠
そうとする者の熾烈な戦いが
あった！ 戦後最大の疑獄事件
に取材した、迫真の陰謀スパ
イ小説巨編。

ふるふるフルーツ　新装版
ひがし　なおこ 文、
はらぺこめがね 絵　Gakken

しましま、すいかさん。ひょ
ろりん、バナナさん。ころりん、
オレンジさん・・・。いろんな
フルーツが集まって、もっとお
いしい何かに変身！みずみずしい
イラストと、楽しいオノマトペが
心地よい絵本。ページをめくる
しかけあり。

◎シャドーゲーム

〇決裂

〇硝子のマンション

〇天保釣り合戦顛末記

〇夜の恩寵

〇夏帆　The　Tale　of　KAHO

〇明るい夜に、星を探して

〇森羅記　流星の塵 3

〇風車と巨人

〇スナックふたり

　など合計１８冊

真山　仁

堂場　瞬一

染井　為人

土橋　章宏

三浦　しをん

村上　春樹

酒村　ゆっけ、

北方　謙三

岩井　圭也

川上　弘美

◎ふるふるフルーツ　新装版

〇へんしんみず！（かがくすっ）

〇しんごうきピコリ

〇すいかのたね　とれたて！
　産地直送　しんせん！

〇MINECRAFT  はじまりの島

〇見あげればロフトの窓に　桂の春

〇大噴火のサバイバル　生き残り作戦

　など合計１１冊

ひがし　なおこ

川村　康文

ザ・キャビン
カンパニー

押本　達希

マックス・
ブルックス

斉藤　洋

洪　在徹

開室日
　　月曜日～土曜日　午前8時30分～午後5時
閉室日
　　日曜日・祝日・年末年始・特別整理期間
お問い合わせ先
　　中央公民館（TEL：63・3811）

雑誌はバックナンバーが
貸し出し可能です。ぜひ手
に取ってみてください♪

取扱い雑誌は蔵書検索で
確認できます。

※新着図書は一人２冊までの
　貸出となります。
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日 時間 内容

8日（木） 10:00
～

志賀保育所見学
◦申し込み締切…5日（月）

13日（火）
9:30
～

11:00
子育て広場

15日（木） 10:00
～

内原保育所見学
◦申し込み締切…9日（金）

19日（月）
～

11月6日（金）
ふれあい祭り製作

21日（水） 14:00
～

ベビーマッサージ
◦対　象…生後２ヶ月～６ヶ月
◦持ち物…バスタオル、お茶、
　　　　　ハンドクリーム
◦申し込み締切…20日（火）

27日（火）
10:00

～
10:30

おはなしの会

29日（木） 休館（ハロウィン準備のため）

30日（金）
10:00

～
11:00

ハロウィンイベント
◦申し込み締切…23日（金）

※予定は変更・中止とする場合があります

10  月の 行 事 予 定

ベビーマッサージベビーマッサージ

水遊び
（*´▽｀*）

水遊び水遊び 水遊び水遊び

おはなしおはなし
の会の会

水遊び水遊び

対　　象：０〜３歳の未就園児とその保護者の方
場　　所：日高町保健福祉総合センターふれあいセンター内クエっこランド♪
開所日時：月曜日〜金曜日 午前９時〜11時30分、午後１時〜４時
　　　　　※第３金曜日は午後から休館

お問い合わせ先
子育て支援センター
（TEL：７０・４１４０）

※各申し込みは電話
　でも可能です。

日高町子育て支援センター　クエっこランド♪ クエっこランド♪

日高中学校

県道189号

くじらさんの
寝相アート
（*^^）v

シャボン玉
遊び（#^^#）

ベビーマッサージベビーマッサージ
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８月19日（水）に近畿大会出場を決めた内原
VBCが町長を表敬訪問しました。
選手たちは「自分たちの力を精一杯出して、

一勝を目指して頑張りたい」など一人ひとり
意気込みや得意なことを述べ、町長は「初め
てで緊張するかもしれないが、練習の成果を
十分出して、のびのびとプレーしてきてほし
い」と激励の言葉を送りました。

近畿大会出場
－内原VBC－

過ぎゆく夏に思いを馳せて
－納涼夏祭り－

ピックルボールを身近に
中学校へ道具を寄贈

８月23日（日）、産湯海水浴場駐車場で、第８回納涼
夏祭り（主催：日高町商工会青年部、協力：日高町地域
振興（株））が開催されました。
会場には、射的やスーパーボールすくい、フランク
フルト等、たくさんの店が並び、多くの人でにぎわい
ました。浴衣姿の子どもたちも見られ、家族や友人と
祭りを楽しむ笑顔があふれていました。祭りの最後に
は、砂浜から花火が打ち上げられ、夜空を鮮やかに彩
りました。

８月27日（木）、日高町でピックルボー
ルを通じた地域活性化に取り組む日高町の
サークル「HIDAKA Pickey’s」の共同代表
である湯川洋さんと川﨑裕介さんが、日高
中学校へテニスでいうラケットにあたるパ
ドル等の競技用具一式を寄贈しました。
湯川共同代表は「スポーツが苦手な人で

も、誰でもできるスポーツ。まずは楽しんで
もらいたい」と話しました。上野山校長は「生
徒たちにはいろんなことに取り組ませたい。
涼しくなってきたら授業等でも導入してい
きたい」と話していました。
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いつまでもお元気で！
長寿を祝って

【小池】　中本　賢二さん（98歳）
　　　　　　　満里子さん（90歳）

９月27日（日）に行われる「日本拳法総合
選手権大会」に出場する井原銀志選手が町長
を表敬訪問しました。
井原選手は「初めての全国大会で１つでも

多く勝てるように頑張りたい」と述べ、町長
は「町で日本拳法の表敬訪問を受けるのは初
めてで、頑張っている子がいると知りうれし
い。試合を楽しんで頑張ってきてほしい」と
激励の言葉を送りました。

９月２日（水）、敬老の日を前に、松本町長が町
内の90歳以上のみなさんを訪問し、長寿をお祝い
しました。対象は228人で、この日は60人のご自
宅を訪問し、記念品を贈りました。
小池の中本夫婦宅では、町長が「これからも仲

よく元気に過ごしてください」と述べられ、中本
ご夫婦に長寿の秘訣はと聞くと「よく食べること」
と笑顔で話してくれました。

写真は、９月に松本町長が90歳以上の方をお祝いのために訪問した際に、ご夫婦で90歳を迎えられ
た方を掲載しております。

８月27日（木）、31日（月）に町内の小・中学校お
よび保育所で、役場職員が備蓄品を配布しました。
これは防災の日（９月１日）に合わせた防災教育
の一環として実施したものです。町で保管してい
る備蓄品と防災啓発チラシを子どもたちに配布し、
災害への備えについて考えるきっかけとしてもら
いました。

日本拳法　井原選手
全国大会へ

いざという時のために
備蓄品を配布
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
１歳６か月児健診
３歳児健診
（ふれあいセンター）

4 5 6 7 8 9 10
粗大ごみ1

♨︎ 休館日

複雑ごみ
4か月児健診
10か月児健診
（ひだか病院）

11 12 スポーツの日 13 14 15 16 17
粗大ごみ2 子育て広場

（ふれあいセンター）

♨︎ 休館日

資源ごみ 運動教室

18 19 20 21 22 23 24
心配事相談 P9 おはなしの会

♨︎ 休館日

小型プラスチックごみ

25 26 27 28 29 30 31

♨︎ 休館日

資源ごみ
4か月児健診
10か月児健診
（ひだか病院）

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります。

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

暮らしのカレンダー10月
October

粗大ごみ１の地区…池田・東光寺・内ノ畑・原谷
粗大ごみ２の地区…萩原・荊木・駅前
♨…温泉館
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TOWN information

町の人口と世帯
令和8年8月31日現在

人　口 7,862人［−4］

男 3,770人［−8］

女 4,092人［＋4］

世帯数 3,368戸［＋7］

日
高
町
民
憲
章

　

人
が
町
を
つ
く
り

　
　
　
　

町
が
ひ
と
を
つ
く
る

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　

快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　

心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し　

汗
を
流
し

　

活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち　

ふ
れ
あ
い
を

　

大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す
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【お問い合わせ先】【お問い合わせ先】
中央公民館（TEL：６３・３８１１）

主　催：日高町中央公民館主　催：日高町中央公民館
後　援：日高町・日高町教育委員会後　援：日高町・日高町教育委員会
　　　　日高町文化協会・日高町各種学級　　　　日高町文化協会・日高町各種学級

【送迎バス運行表（無料）　帰りは往路の逆順でお送りします】
田杭バス停 ― 阿尾バス停 ― 産湯バス停 ― 比井バス停 ― 旧津久野バス停 ― 小浦防火水槽前 ― 小坂バス停 ―
	 12：00	 12：15	 12：20	 12：25	 12：28	 12：30	 12：35　

志賀小学校前 ― 下志賀バス停 ― 小池（マンション吉付近防火水槽前） ― 日高中学校バス停 ― 町中央公民館
	 12：40	 12：45	 12：50	 12：55	 13：00

日
高
町
文
化
講
演
会

日
高
町
文
化
講
演
会

元 
関
西
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

桑
原
征
平
氏 

講
演
会

「
大
爆
笑
！ 
征
平
の
挑
戦
」11月3日 午後１時３０分開演（午後１時開場）

午後３時終演予定

日高町中央公民館　２階大会議室 ー入場無料ー

火・祝


